
図書館だより 
 

 

「 Ｇo Ｔo 図書館！パート２」  
「冬景色」の出だし、「さぎり消ゆる湊江の、舟に白し朝の霜、ただ水鳥

の声はして、未だ覚めず岸の家」という情景そのままの季節になりました。

令和２ 年も残りわずか、今年は新型コロナウイルスに翻弄された一年でし

た。三密を避け、手洗いうがいを励行し、マスクを着用する。今までにない

動作が日常の中に溶け込んでいることに不思議ささえ感じます。 

こういう時期だからこそ図書館に足を向けてみたらどうでしょう。新しい日

常新しい出会いがありますよ。是非図書館に来て手に取り、読みたい本を見

つけてください。 

◎読書感想文コンクール入賞おめでとう！                      

第 66 回青少年読書感想文島根県コンクールに４ 名応募したことは前回お知らせしました。その中から、 

２ 年生の野津蒼依さんが優良賞を受賞しました。おめでとうございます。 

  ・応募作品数  自由読書 ８ ０ 点  （参加校３ ３ 校） 課題読書 ９ 点 （参加校８ 校） 

   【入賞内訳】 自由読書  最優秀賞１ ，優秀賞４ ，優良賞１ 、佳作 １ ５   計 ３ １ 点 

          課題読書  最優秀賞１ ，優秀賞１ 、優良賞２ ， 佳作 0     計  ４ 点 

 

 ◎クリスマスフェア開催 

日時：１ ２ 月２ ２ 日（火）１ ３ ：３ ０ ～１ ５ ：３ ０    

会場：本校図書館 

内容：映画鑑賞会と図書委員による本の紹介があります。  

上映映画 図書委員会からのちらしをご覧ください。 

◎４月～１２月（1２月１１日現在）学年別貸出数と、個人別貸出数ベスト５ 

学  年 １  年 ２  年  ３  年 合 計 

貸 出 数 ３ ０ １  １ ０ ２  ８ １  ４ ８ ４  

個人 1位 ８ ６ 冊、２ 位 ４ ３ 冊、３ 位 ３ ８ 冊、４ 位 ２ ５ 冊、５ 位 ２ １ 冊  
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図書館入り口付近の図書 

書物というのはポケットに入れて持ち歩ける
庭のようなものである。 

（アラビアの古い格言） 
本を読むことが、読書ではありません。 
自分の心の中に失いたくない言葉の蓄え場
所を作り出すのが読書です。 
    （長田弘『読書からはじまる』） 
  

貸 
 

本の返却をお願いします。 

○未返却の本が手元にありましたら、図書館の返却 

ボックスか購買前の返却ボックスに入れてください。 

○12 月 1６ 日（水）より冬季休業中の貸し出しをします。

1人３ 冊まで返却日 1月 8日（金）始業式の日です。 

○12 月 25 日（金）～1月 4日（月）は閉館します。 

 

 

新着図書紹介コーナー 



学校図書館パワーアップ事業で購入したＤＶＤのご案内 

題    名 著  者 出 版 社 

ナロさんの「ソフトテニス・ドリル 60 連発」１ ，２  指導・解説 皆呂充亮 ジャパンライム 

下北沢成徳「３ ６ ５ 日のトレーニング」 １ ，２  指導・解説 岩崎正人   〃 

実践に直結する！ ファンダメンタルの本質に迫る指導 張一   〃 

これだけは外せない打撃理論と練習法 指導・解説 岡田龍生   〃 

体幹の動きを引き出す "モビリティアプローチ“ 田中昌彦   〃 

卓球の基礎を作る！ 基本の構え方と身体の使い方 指導・解説 寺田憲治   〃 

全種目対応・陸上選手のための補強ドリル集 指導・解説 眞鍋芳明   〃 

保健室テーピング 指導・解説 石塚宣良   〃 

災害から命と暮らしを守る NHKエンタープライズ 教育図書 

朝食と生活習慣の科学   〃   〃 

消費生活とトラブル防止   〃   〃 

NHK高校講座簿記 「新簿記」・「高校簿記」対応 NHK出版 NHK出版 

           貸し出しできます。 運動部の人必見ですよ！ ！  

 

新着図書紹介       

  『ひと』  小野寺史宣 著 

 人生にエールを贈る感涙の傑作！2019 年本屋大賞 第 2位 

両親を亡くし、大学をやめた二十歳の秋、見えなくなった未来に光が射したのは、

コロッケを一個、譲った時だった― 。 

 

  『スキマワラシ』  恩田 陸 著 

 今時の座敷童子は、日本家屋じゃなくてビルに棲んでいるらしい。 

古道具屋を営む兄と、物に秘められた“記憶”が見える弟。ある日、ふたりは 

解体現場で目撃された少女の噂を耳にする。再開発予定の地方都市を舞台にした、 

ファンタジックミステリー。 

 

  『ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人』  東野圭吾 著 

 殆どの人が訪れたことのない平凡で小さな町。寂れた観光地。ようやく射した 

希望の光をコロナが奪い、さらに殺人事件が‥‥。犯人と探偵役、それぞれの仕  

掛けが張り巡らされています。騙されないようにお読みください。 

 

  『未来のサイズ』  俵 万智 著 

 俵万智の新境地にして最高傑作、子育てから未来を、地方から社会を、日常から 

人生を。何気ない日常にこぼれ落ちる奇跡のような瞬間を切り取った歌の数々は、  

三十一文字の箴言集ともいえる。 

 


